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日本循環器学会の歴史現在
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１
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１
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１
９
９
７
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１
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９
７
年

２
０
０
１
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０
０
４
年

２
０
０
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年

１
９
３
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年

１
９
３
８
年

京都大学医学部旧生理学講堂CCU 創設時

１
９
４
４
年

１
９
４
５
年

１
９
４
６
年

１
９
６
７
年

１
９
７
５
年

１
９
７
５
年

日
本
循
環
器
学
会
の
前
身
で
あ
る
日
本
循
環
器
病
学
会
が
京
都
大
学　

眞
下
俊
一
教
授
に
よ
り

東
京
大
学　

呉
健
教
授　

九
州
大
学　

金
子
康
次
郎
教
授
に
呼
び
か
け
ら
れ
、
京
都
に
て

産
声
を
上
げ
る
（
初
年
度
会
員
数
２
９
９
名
）

日
本
に
お
け
る
心
筋
梗
塞
の
病
理
所
見
つ
き
の
症
例
が
報
告
さ
れ
た
（
治
療
及
び
処
方:16:960-970

）

日
本
循
環
器
病
学
第
１
回
総
会
講
演
会
が
京
都
帝
国
大
学
生
理
学
講
堂
で
開
催
さ
れ
る

１
９
４
５
年　

９
月

創
立
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
眞
下
俊
一
先
生
が
広
島
に
お
け
る
医
療
調
査
中
に
殉
職
さ
れ
た

日
本
循
環
器
病
學
（C

irculation Journal

）
第
１
巻
１
号
が
発
刊
さ
れ
た

日本循環器病學第１巻１号

心
電
図
所
見
を
明
記
し
た
心
筋
梗
塞
の
日
本
に
お
け
る
最
初
の
症
例
が
報
告
さ
れ
た
（
臨
床
の
日
本:6:750-762

）

第
二
次
世
界
大
戦
の
た
め
、
学
術
大
会
（
学
術
集
会
）
が
中
止
に
な
る

本
会
の
会
員
数
が
１
，０
０
０
名
を
超
え
た

東
京
大
学　

佐
々
貫
之
教
授
を
会
長
と
し
て
、
学
術
大
会
（
学
術
集
会
）
が
復
活
し
た

幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
京
都
大
学　

前
川
孫
二
郎
教
授
を
初
代
理
事
長
と
す
る
本
学
会
の
理
事
会
組
織
が
整
備
、
確
立
さ
れ
た

第
３
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
心
臓
病
学
会
（
前
川
孫
二
郎
先
生
会
長
）
が
京
都
に
て
開
催
さ
れ
た

日
本
心
臓
財
団
が
設
立
さ
れ
た

本
会
の
会
員
数
が
５
，０
０
０
名
を
超
え
た

日
本
心
臓
財
団
佐
藤
賞
の
第
１
回
授
賞
式
が
行
わ
れ
た

受
賞
論
文　
「
高
血
圧
自
然
発
症
ラ
ッ
ト
の
種
々
亜
系
に
お
け
る
血
管
病
と
慢
性
食
塩
負
荷
の
影
響
」（
狭
間
章
忠
先
生　

京
都
大
学
）

本
会
の
会
員
数
が
１
０
，０
０
０
名
を
超
え
た

現
在
のW

H
F

（W
orld H

eart Federation

）
の
前
身
で
あ
る

ISFC
 

国
際
心
臓
連
合
（International national Society and Federation
）
の

第
５
代
会
長
に
京
都
大
学　

河
合
忠
一
教
授
が
就
任
し
た

循
環
器
専
門
医
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

第
６
４
回
学
術
集
会
（
会
長
松
尾
裕
英
先
生　

香
川
医
科
大
学 

大
阪
国
際
会
議
場
）
か
ら
学
会
で
の
公
用
語
が
英
語
と
な
る

一
般
市
民
に
よ
るA

ED

使
用
が
認
可
さ
れ
た

第
１
回
基
礎
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
会
長
小
室
一
成
先
生　

東
京
大
学
）
が
品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
る

２
０
１
８
年　

３
月

高
円
宮
妃
殿
下
が
日
本
心
臓
財
団
の
名
誉
総
裁
に
就
任
さ
れ
た

循
環
器
病
対
策
基
本
法
が
成
立
し
た

会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
第
８
４
回
日
本
循
環
器
学
会
学
術
集
会(

会
長
木
村　

剛
先
生　

京
都
大
学)

が

初
め
て
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た

心
不
全
療
養
指
導
士
が
誕
生
し
た

２
０
２
１
年　

３
月

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
第
８
５
回
日
本
循
環
器
学
会
学
術
集
会
（
会
長
斎
藤
能
彦
先
生　

奈
良
県
立
医
科
大
学
）
が

初
め
て
現
地
開
催&

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
に
て
開
催
さ
れ
た

２
０
２
０
年　

４
月

日
本
循
環
器
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

２
０
２
０
年　

５
月

公
益
社
団
法
人
日
本
心
臓
財
団
が
創
立
５
０
周
年
を
迎
え
た

２
０
２
０
年　

３
月

日
本
循
環
器
学
会C
O
V
ID
-19

対
策
特
命
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
医
療
体
制
維
持
に
向
け
た
提
言
や
研
究
を
論
文
化
し
多
数
発
表
し
た

２
０
２
０
年　

４
月

日
本
の
循
環
器
系
学
会
が
結
集
し
て
日
本
循
環
器
連
合
が
ス
タ
ー
ト
し
た

２
０
２
０
年

本
会
の
会
員
数
が
３
０
，０
０
０
名
を
超
え
た

循
環
器
病
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
対
策
推
進
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
各
都
道
府
県
が
そ
の
地
域
事
情
に
合
わ
せ
た

脳
卒
中
・
循
環
器
病
に
対
す
る
都
道
府
県
計
画
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

脳
卒
中
と
循
環
器
病
第
一
次
５
ヵ
年
計
画
を
発
表
し
た

２
０
１
７
年

FJC
S

（Fellow
 of Japanese C

irculation Society

）
認
定
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
た

国
内
循
環
器
病
デ
ー
タ
の
ベ
ー
ス
と
な
る
、JR

O
A
D

が
ス
タ
ー
ト
し
た

禁
煙
推
進
学
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し
た

そ
の
後
日
本
癌
学
会
（2006.6

）
日
本
歯
周
病
学
会
（2006.10

）
日
本
麻
酔
科
学
会
（2008.3

）
が
参
画
し
、

２
０
２
１
年
３
月
現
在
３
２
学
会
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

日
本
循
環
器
学
会
禁
煙
推
進
部
公
式　

禁
煙
啓
発
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー　

す
わ
ん
君
が
誕
生
し
た
（
年
齢
は
永
遠
の3

才
）

第
６
５
回
学
術
集
会
（
会
長
篠
山
重
威
先
生　

京
都
大
学　

国
立
京
都
国
際
会
館
他
）　

内
容
の
一
部
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、

そ
の
映
像
が
世
界
に
配
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

本
会
の
会
員
数
が
２
０
，０
０
０
名
を
超
え
た

臓
器
移
植
法
が
成
立
し
、
最
初
の
心
臓
移
植
が
大
阪
大
学
附
属
病
院
に
て
行
わ
れ
た

本
会
の
会
員
数
が
２
５
，０
０
０
名
を
超
え
た

２
０
１
１
年

男
女
共
同
参
画
委
員
会
ス
タ
ー
ト
、
そ
の
後
２
０
１
８
年
に
は
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員
会
と
改
称
し
、
更
に
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る

東
日
本
大
震
災
が
発
生　

当
月
に
実
施
す
る
は
ず
だ
っ
た
日
本
循
環
器
学
会
に
関
す
る
企
画
、
各
種
委
員
会
、
総
会
、
理
事
会
を

す
べ
て
中
止
し
た
。
日
循
と
し
て
の
災
害
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
会
員
が
現
地
に
入
り
、
被
災
者
の
支
援
を
行
っ
た

２
０
１
９
年　

３
月

２
０
１
９
年　

４
月

第
８
３
回
学
術
集
会
（
会
長
小
室
一
成
先
生　

東
京
大
学
）
か
ら
学
会
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る

T
w
eet the M

eeting

を
情
報
広
報
推
進
部
会
が
国
内
医
学
系
学
会
で
は
初
め
て
本
格
導
入
し
た

本
会
の
会
員
数
が
１
５
，０
０
０
名
を
超
え
た

心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
不
整
脈
、
高
血
圧
等
の
診
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
目
指
し
た
研
究
活
動
を
立
ち
上
げ
、

日
本
心
臓
病
学
会
、
日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
学
会
、
日
本
高
血
圧
学
会
等
の
協
力
を
得
て
、
３
年
計
画
で

診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
た

第
８
回
世
界
心
臓
学
会
（
美
甘
義
夫
先
生
会
長
）
東
京
に
て
開
催
さ
れ
た

心
臓
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
日
循
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
初
め
て
学
会
誌
を
飾
る
（
作
者　

林　

博
史
先
生　

名
古
屋
大
学
第
一
内
科
）

１
９
８
１
年

日
本
循
環
器
学
会
が
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た

日
本
初
のC

C
U

（C
oronary C

are U
nit

）
が
東
京
女
子
医
科
大
学　

日
本
心
臓
血
圧
研
究
所
に
て
開
所
さ
れ
た

１
９
５
３
年

学
会
活
動
の
国
際
化
に
対
応
す
る
た
め
、
学
会
と
機
関
誌
の
英
文
表
示
が

「T
he Japanese C

irculation Society 

（Journal

）」
に
変
更
さ
れ
た

１
９
４
６
年　
　

 11
月

２
０
１
６
年　
　

 12
月

国
の
政
策
に
よ
る
公
益
社
団
法
人
改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
社
団
法
人
か
ら
一
般
社
団
法
人
へ
移
行
し
た

第
８
０
回
日
本
循
環
器
学
会
（
会
長
下
川
宏
明
先
生　

東
北
大
学
）
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
拝
謁
を
賜
っ
た

２
０
１
８
年　
　

 12月

２
０
２
０
年　
　

 10月

C
irculation R

eports

が
第
１
巻
１
号
が
発
刊
さ
れ
た

Circulation Reports 第１巻１号 第 80 回学術集会 すわん君

２
０
１
８
年　
　

 10月

第
１
回
日
本
腫
瘍
循
環
器
学
会
（
会
長 

畠　

清
彦
先
生　

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
）
が

浜
松
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た

２
０
１
８
年　
　

 11月

１
９
５
２
年

１
９
７
０
年

～

天皇皇后両陛下　拝謁




